
1 
 

 

No.6 

2016 年 7 月 31 日発行 

秩父百年の森通信 
 

 第 6 回「地方再生大賞」の授賞式に招かれたのは、今年 2 月のことです。「地方再生大賞」とは、地域活性

化に取り組む団体を支援しようと地方紙 45 社と共同通信社が、毎年都道府県ごとに１団体を推薦するもので

す。その中で大賞に輝いたのは、７つの離島の住民が協力して島の生活サポートに取り組む岡山県笠岡市の「か

さおか島づくり海社」でした。その代表者のあいさつで印象的だったことは、「活動に行き詰ることはあるけ

れど、決して諦めないことだ」と。環境ボランティア、殊に森林に関わるボランティア活動は、永く森に関わ

ることを求められる地味な活動です。しかし、森への憧れは、森に入ると深い癒しとなって報われるものです。

私たち NPO の役割も、様々な領域の活動を通して森に憧れる人たちを諦めることなく森に結びつけることだ

と思えてきます。 

 

(1) 山吹沢県有林観察会 

5 月 14 日（土）、初めて参加の 2 名をふくめ 9 名で、山吹沢植林地の観察会を行いました。植栽したブナを中心に生

育状況を確認しながら、つる切り作業も行いました。東大ブナも日大ブナも順調に育っていました。東大演習林から頂

いた秩父産のブナについては、ピンクの目印テープを新たに付け、GPS で位置情報を確認したあと、直径や樹高を測

定しました。13 年前に植栽したブナは、太いもので直径 16.2cm、高いもので樹高 8.5m に達していました。2009 年

の観察時 31 本あった東大ブナは、すべて根付いていました。生存率は 100%です！       （報告：田島） 

 

ブナの計測 

 

シカ柵が張られた山吹沢上部斜面 

 

山吹の象徴岩峰を背景に 

(2) 春のエコツアー 三峰山表参道を歩く 

5 月 28 日（土）、春のエコツアーと銘打ちましたが新緑の気持ちの良い、初夏のエコツアーとなりました。今話題の

パワースポット「三峯神社」の表参道を、森林観察（巨木シオジの観察、青く光るアオダモの木の観察）をしながら、

速い人で 2 時間弱の行程を 3 時間かけユックリ歩いて登りました。 

昼食は山麓亭で地元の郷土料理と栃の葉で包んだ携帯食「つとっこ」を提供していただきました。 （報告：斉藤）

 
清浄の滝を背景に記念撮影 シオジの巨木を観察 

 
郷土料理の「つとっこ」 
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(3) 原石山の植生回復状況 

＜見回り（巡回）＞ 

 7 月 11 日、報告書をしたためるべく、原石山の巡回を行いました。原石山の巡回も平成 24 年 11 月 2１日の植

栽から数え 57 回目となります。植栽・シカ忌避剤散布・ネット設置・発芽確認など、自然と向き合う事がいかに

大変かを思い知らされております。さてさて、仙人のごとく 999 の踏段を数えながら登ってまいりましょう。 

＜所感＞ 

 シカ避けネットのおかげで草やウツギなどが繁茂するようになってまいりました。各地区の現況については次の

とおりです。 

 1 号地：植栽木（28 本）もようやく元気に生育できる環境が整ったように思われます。また、実生苗も 29 カ所

で生育が確認できます。 

 2 号地：実生苗が 123 カ所で確認できます。 

 3 号地：植栽木（27 本）が細々と生きています・・水分不足でしょうか。 

1 号地は植栽から 4 年、ようやく回復の兆しが見えてきました。まずは 100 年後を目指し、ゆっくり・ゆったり

見守っていきたいと思っています。                           （報告：石坂） 

 

 
1 号地 2 号地 3 号地 

・1 号地と 2 号地の実生苗の比較 

  
左：1 号地のミズナラ、右：2 号地のイロハモミジ 

  

原石山植栽地位置図 
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(4) 千鹿谷郷ひなた村の山椒プロジェクト 

ひなた村と連携して実施しているこのプロジェクトは、千鹿谷の元気なおじいちゃんおばあちゃんがとても魅力的

です。4 月 11 日、会員の武井が仕事で関わっているイランで実施している JICA の森林保全プロジェクトの専門家

（日本の林野庁森林管理局にあたる職員の方々）6 名を、NPO が地域と連携して活動し、地域の活性化に成功して

いる事例として、ひなた村のプロジェクトの視察に訪れました。当日は公民館でプロジェクトの経緯、実施状況につ

いて説明を受け、併せて千鹿谷のあたたかなおもてなしを受けました。その後山椒植栽現場視察を行いました。山椒

プロジェクトを元気に取り組むお年寄りにとても感動し、また、NPO が関わることの意義について勉強になったよ

うで、イランでも NGO/NPO の活用を進めると意気込んでいました。その後、お土産にいただいた押絵は、現地の

森林管理局の会議室に飾られています。日本で学んだことをいつも思い出しているようです。  （報告：武井） 

 

苗木の生長について質問に答える蔦木

さん。蔦木さんが持ってきてくれた山椒

の佃煮はイランの人にも評判でした！ 

 

日本茶のふるまいを受けて、そのホスピ

タリティーに一番印象に残った研修だ

ったとイランに戻って話しています!! 

 

ひなた村からいただいた押絵は、様々な

人が目にするチャハールマハール・バフ

ティヤーリ州の自然資源流域管理局会

議室に掲げられています。 

 

(5) 苗畑作業 

今年は苗畑活動を隔週ごと月 2 回定期的に実施しています。1 号畑では、コナラ・イタヤカエデ・イロハモミジ、

他に希少種の 5 年生のウラジロノキなど。4 月に長野から試験的に取り寄せたキハダの苗 122 本を植え、成長の

様子を観察しています。2 号畑は、イロハモミジとオオモミジ、実生のミズナラ。一番広い 3 号畑は、4 年前に山

採りしたカエデの苗が育っています。4 号畑は、トチノキ、ミズナラ、カツラなど。5 号畑は、ひなた村山椒プロ

ジェクトのために山椒の苗づくりが始められています。 

   

左：3 号畑カエデ苗の観察、中・右：4 号畑の草取り作業 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

6 月 10 日（金）、苗畑３号地、４号地で草刈りを実施しました。当日は、快晴。今年は降雨量が例年より少なく、

苗の生育が気がかりでしたが、５月に植えたイロハモミジは元気が無く、イタヤカエデの方は上手く根付いた様

でした。一方、下草の方は苗とは対照的にしっかり繁茂して、作業のやりがいがありました。４号地のイランか

ら来たアーモンドの苗は乾燥に強いはずなのに、生育が思わしくありません。上手く秩父の環境に適合すること

を祈るばかりです。たまにしか参加できない私でも、スタッフのみなさんが温かく迎えて下さるので感謝してい

ます。                                        （報告：三宅） 
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◆これからの予定 

 8 月 12 日 （金） 苗畑作業（除草） 

 8 月 26 日 （金） 苗畑作業（除草） 

 9 月  9 日 （金） 苗畑作業（除草） 

 9 月 23 日 （金） 苗畑作業（除草） 

0 月 14 日 （金） 苗畑作業（播種） 

10 月 19 日 （土） ドングリ拾いと苗づくり 

10 月 22 日 （土） ふたばの森地拵え（11 月 5 日植林活動の準備作業） 

10 月 29 日 （土） ～30 日（日） 山吹沢植林と秋のエコツアー（29 日入川夕暮れキャンプ場宿泊予定） 

11 月 5 日 （土） ふたばの森づくり 

11 月 11 日 （金） 苗畑作業（播種・根巻き） 

11 月 18 日 （金） 苗畑作業（播種・根巻き） 

11 月 25 日 （金） 苗畑作業（播種・根巻き） 

12 月 9 日 （金） 苗畑作業（冬ごしらえ） 

12 月 23 日 （金） 苗畑作業（冬ごしらえ） 

※2017 年 1 月以降のスケジュールは、次号の会報またはホームページでお知らせします。 

今年度は苗畑作業を定期的に実施しています。秩父に有用な様々な種類の苗を育てていますが、苗の成長を観察

できるよい機会です。ただし、平日金曜日に実施することが多く、一般の方には参加しにくいかもしれません。ご

要望があれば、調整したいと思いますのでよろしくお願いいたします。その他、様々な活動を企画しています。企

画がまとまり次第ホームページにアップしますので、ご確認ください。 

 

◆事務局便り 

今年の梅雨は長引いていますが、みな様はお変わりなくお過ごしでしょうか。会報は６号となり、本日お届けで

きることになりました。 

会の発足以来、植林に関わる基本的な活動は、会員みな様のご協力により定着してきたように思います。それは、

新会員さんが「様子見」や「見物」ではなく、「入会即ち作業に参加すること」を実行してくださっているからです。 

作業するメンバー同士、初対面であろうと、昨夜ケンカしていたご夫婦であろうと、一緒に汗を流し秩父の風に

吹かれるその一瞬を共有することが一番大切だと考えています。森林や里山の保全は大切です。地域の振興も意識

しています。でもそのまえに、木肌に触れ土に汚れ、黙々と山道を歩き、石に腰かけておにぎりを頬張るときに満

ちてくる感覚を、一緒に感じられたら十分だと、私は思うのです。体力も技術もないゆえの言い訳かもしれません

けれど。さあ、次はどなたとお会いできますか。お待ちしています。（池田） 

 

＜会員募集＞ 

豊かな森がいつまでも続くように、いま山の人、里の人、街の人たちが共に

かかわることがとても大切になっています。私たち NPO 秩父百年の森は、4

つ活動（1）山村と都市との交流促進に関する事業、（2）持続可能な森林・林

業モデルの形成に関する事業、（3）環境教育支援に関する事業、（4）地域活性

化ビジネスモデルの形成に関する事業、を通して森とかかわり、森を生かす試

みを続けています。私たちと一緒に活動してみませんか。入会は入会申込書に

記入のうえ事務局までご連絡ください。 

正会員  年会費    ３，０００円 

賛助会員 年会費 １口 ３，０００円 

サポート会員      活動を応援していただける方 

＜お便り募集＞ 

会員の皆さんからご意見、ご感想、活動原稿を

お待ちしております。 

メールアドレス：info@faguscrenata.com 

 

ホームページ： 

http://www.faguscrenata.com/ 
Facebook やってます： 

facebook.com/chichibu100mori 
特定非営利活動法人 秩父百年の森 

〒368-0035 秩父市上町３－６－６ 

Tel：0494-22-0635 

 


